
　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
令

和
３
年
度
の
学
校
運
営
お
よ
び
同
窓

会
活
動
を
振
り
返
る
と
、
前
年
か
ら

継
続
す
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
勢
力
が

衰
え
ず
、
文
化
祭
は
中
止
、
体
育
系

行
事
は
縮
小
と
な
っ
て
２
年
続
き
で

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
自
粛
や
規
制

と
は
主
催
者
側
の
立
場
で
は
付
帯
作

業
が
な
く
な
り
、
業
務
上
は
楽
な
方

向
に
作
用
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

時
代
に
在
籍
し
た
生
徒
の
立
場
で
は
、

思
い
出
形
成
の
場
を
失
っ
た
に
等
し

く
、
あ
る
意
味
同
情
と
い
う
念
を
覚

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
め
っ
た
に
な
い
事
象
を
経

験
し
た
こ
と
は
、
時
間
の
経
過
と
共

に
必
ず
や
プ
ラ
ス
感
情
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
と
信
じ
、
特
に
当
事
者

で
あ
る
第
57
回
卒
業
生
は
、
楽
観
的

に
捉
え
な
が
ら
一
つ
の
思
い
出
で
あ

っ
た
と
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
の
学
校
支
援
と
し
て
、
令

和
３
年
度
は
日
本
建
築
科
を
対
象
に

施
設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年

に
続
い
て
実
施
し
た
見
学
引
率
は
、

こ
れ
で
一
通
り
全
学
科
と
の
交
流
を

持
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
は
在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
が
度
々

新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
、
卒
業
生
と
し

て
頼
も
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
（
３
頁

に
記
事
を
紹
介
）
。
世
情
の
流
れ
を
追

う
と
、
３
年
生
に
は
在
学
中
に
選
挙

権
が
得
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
不
況
や
ら
突

如
発
生
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
い

ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
中
、
平
和
ボ
ケ
で
年
を
重
ね

た
我
々
世
代
も
国
際
感
覚
を
持
ち
合

わ
せ
つ
つ
、「
も
の
づ
く
り
日
本
」
を

継
承
し
な
け
れ
ば
と
再
認
識
し
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
活

躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(1) 令和４年７月15日 第 56 号新潟県新津工業高等学校同窓会会報
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同窓会事務局

同
窓
会
長

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
母
校
へ
の
多
大
な
御
支
援
と

御
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
生
徒
達
は
感
染
症
対
策
に
取
組
み

な
が
ら
日
頃
か
ら
地
道
な
努
力
を
積

み
重
ね
大
き
な
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

野
球
部
は
夏
の
大
会
で
公
立
高
校

唯
一
の
ベ
ス
ト
８
、
建
築
部
に
所
属

す
る
日
本
建
築
科
３
年
生
の
生
徒
は

も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
高
校
生
と

20
歳
以
下
の
学
生
大
会
の
２
部
門
で

全
国
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
マ
ス
コ
ミ
に
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
生
徒
は
第
16
回
若
年

者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
金
メ
ダ
リ

ス
ト
と
し
て
３
月
に
大
会
事
務
局
か

ら
動
画
取
材
を
受
け
、
そ
の
中
で
将
来

の
目
標
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。「
夢
は
い
つ
か
大
工
と
し

て
一
人
前
に
な
り
、
棟
梁
と
し
て
友

人
と
建
築
会
社
を
立
ち
上
げ
た
い
。」

「
こ
れ
か
ら
も
腕
を
磨
き
在
学
中
に

成
し
得
な
か
っ
た
技
能
五
輪
全
国
大

会
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
。」

と
そ
の
胸
の
内
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
は
大
会

Ｐ
Ｒ
動
画
と
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
新
津
工
業

高
校
は
、
昨
年
度
12
月
に
新
潟
市
秋

葉
区
、
山
崎
建
築
と
協
定
を
結
び
秋

葉
公
園
に
東
屋
を
建
設
し
ま
す
。
２

カ
年
に
渡
る
計
画
で
、
７
月
中
旬
に

地
元
の
皆
様
と
と
も
に
上
棟
式
（
建

前
）
を
行
い
ま
す
。
製
作
す
る
東
屋

は
全
長
７
ｍ
と
過
去
に
製
作
し
た
最

大
規
模
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
土
木
基
礎
工
事
を
終
え
、校
内

で
木
材
の
加
工
と
仮
組
や
東
屋
内
部

に
設
置
す
る
ベ
ン
チ
の
製
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。
竣
工
は
10
月
上
旬
頃
の

予
定
で
す
。

　

本
校
は
今
後
も
地
域
の
工
業
高
校

と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
た
「
も
の

づ
く
り
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
」

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆

様
に
は
物
心
と
も
に
御
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

右
は
秋
葉
公
園
に
東
屋
を
製
作
す

る
う
え
で
、
新
潟
市
秋
葉
区
役
所
と

協
定
を
結
ん
だ
際
の
写
真
で
す
。

新
津
工
業
高
等
学
校
長
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会　長　川　内  　  勝（13Ｅ）

副会長　山　田　秀　樹（12ｅ） 

副会長　佐　藤　仁　是（13Ｅ） 

副会長　石　黒  利　幸（14ｅ）

幹　事　阿　部  英　司 （６Ｍ）

幹　事　吉　澤  和　久（13Ｍ）

幹　事　堀　田　　　宏（20ｅ）

幹　事　坂　爪　裕　介（29Ｅ）　

会　計　大　野  和　也（15Ｍ）

会計監査　藤　原　　　繁 （５ｅ）

会計監査　五十嵐 宏明（31Mｼｽﾃﾑ）

同窓会役員名簿

【同窓会ホームページＵＲＬ】

秋
葉
公
園
に
東
屋
を
製
作

　

令
和
３
年
度
１
月
期
、
秋
葉
公
園
に
東
屋
を
製
作
す
る
こ
と
で
新
潟
市
と

協
定
が
結
ば
れ
、
日
本
建
築
科
の
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
山
崎
棟
梁
の
指
導

の
基
で
令
和
４
年
度
に
現
地
製
作
に
取
り
掛
か
る
そ
う
で
す
。

　

過
去
に
日
本
建
築
科
が
実
習
作
品
を
秋
葉
区
役
所
に
展
示
し
た
事
が
縁
で
、

こ
の
度
の
東
屋
製
作
に
発
展
し
た
模
様
で
す
。

　

東
屋
の
大
き
さ
は
横
幅
５
・
５

ｍ
。
奥
行
き
７
ｍ
、
高
さ
４
ｍ
ほ

ど
と
な
り
、
令
和
３
年
度
中
に
校

内
で
仮
組
み
調
整
を
ま
で
を
行
っ

て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
令
和
４
年

度
に
上
棟
式
を
迎
え
、
10
月
に
は

竣
工
す
る
見
込
み
で
す
。
生
徒
に

は
達
成
感
と
地
域
貢
献
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
校
長
の
意
向
。

▲
秋葉公園に
建設する
「東屋」の完成
模型

▲校内での
　仮組状況

職　名

教　　諭

講　　師

教　　諭

教　　諭

教　　諭

教　　諭

実習教諭

養護助教諭

事 務 長

氏　　名

本間　善弘

橋本　一澄

伊藤　優子

岡村　正広

赤川　　聡

村井　和幸

齋藤　英二

二ノ瀬　聡

伊藤　浩司

和田　琢磨

新保　春花

廣田　　正

中村　伸子

吉沢　正美

村田　　伸

旧 任 校 等

巻総合高校　　　　　　　　

新規　　　　　　　　　　　

三条東高校　　　　　　　　

小千谷西高校　　　　　　　

巻総合高校　　　　　　　　

新潟県央工業高校　　　　　

新津南高校　　　　　　　　

新津工業高校　新規　　　　

新潟県央工業高校　　　　　

新津工業高校　新規　　　　

採用（３ヶ月）　　　　　　

はまぐみ小児 事務長補佐兼庶務課長

継続　　　　　　　　　　　

継続　　　　　　　　　　　

継続　　　　　　　　　　　

転　出　先

新潟北高校　　　　　　　　

新発田高校　　　　　　　　

新潟北高校　　　　　　　　

高等学校教育課　指導主事

巻総合高校再任用短時間　　

定年退職　　　　　　　　　

再任用フルタイム勤務更新　

再任用短時間勤務更新　　　

再任用短時間勤務更新　　　

継続　　　　　　　　　　　

定年退職　　　　　　　　　

長岡工業高校　　　　　　　

再任用フルタイム勤務退職　

継続　　　　　　　　　　　

定年退職（再任用村松高校へ）

継続　　　　　　　　　　　

継続　　　　　　　　　　　

継続　　　　　　　　　　　

職　名

教　　諭

教　　諭

教　　諭

教　　諭

教　　諭

教　　諭

講　　師

実習教諭

実習教諭

養護助教諭

事 務 長

氏　　名

曽我　慶和

亀山　和輝

安宅　美佐

船越　浩司

田辺　俊一

斎藤　信一

樋口　正弘

豊野　裕之

遠藤　眞一

小林　　要

二ノ瀬　聡

勝又　正史

和田　琢磨

眞島　幸子

本間　一文

中村　伸子

吉沢　正美

村田　　伸

転　　　　入 転　　　　出

教　　諭
(再任用短時間)

教　　諭
(再任用短時間)

教　　諭
(再任用短時間)

学校技術員
(再任用)
学校技術員
(嘱託員)

教　　諭
(再任用)

実習教員
(再任用)

実習教諭
(再任用)

講　　師
(実習教員)

学校技術員
(再任用)
学校技術員
(嘱託員)

再雇用会計年度
任用職員

再雇用会計年度
任用職員



　令和３年度は日本建築科の生徒を対象に施設見学を案内しました。日本建築科引率の場合は関連業務に就く

卒業生が少なく、検索した結果、新潟市秋葉区の風間住建さんがＯＢでしたので引率をお願いしました。また

併せて、新工経営者懇話会からは移動車両を手当てしてもらいました（割烹ふじ田）。生徒の感想として、今回

も授業で見聞できない情報やＯＢの経験談を聞く事が出来、大変参考になったそうです。

　・日　　　　時：11月30日（火） 13：00 ～

　・引率対象生徒：日本建築科生徒５名

　・同窓会対応：風間（14Ｍ）、藤田（24Ｅ）、川内（13Ｅ）

　・見　 学   先　①旧斎藤家別邸 （新潟市中央区西大畑町）　②旧第四銀行住吉支店 （新潟市中央区柳島町）

　　　　　　　　　③新潟沈埋トンネル （新潟市中央区海辺町）　

(3) 令和４年７月15日 第 56 号新潟県新津工業高等学校同窓会会報

立
続
き
に
新
聞
を
賑
わ
し
て
く
れ
ま
し
た

①
大
工
技
能
日
本
一
・

　
　
　

ロ
ボ
ッ
ト
ソ
フ
ト
敢
闘
賞

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
不
自
由
な
活
動
を
せ
ざ
る
得
な
い
中
、

①
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
日
本
一
、
②
設
計
ア
イ
デ

ア
を
競
う
建
築
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
８
と
立
続
き
に
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
16
回
若
年
者
も
の
づ
く
り

競
技
大
会
（
厚
生
労
働
省
主
催
）

の
建
築
大
工
部
門
で
松
本
航
希

君
が
全
国
一
位
と
な
る
金
賞
を

獲
得
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
フ
ト

組
込
部
門
で
は
加
藤
稜
己
君
、

宮
田
桂
考
君
が
銀
賞
に
次
ぐ
敢

闘
賞
を
獲
得
。

　

特
に
松
本
君
は
１
年
生
の
時

に
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で

県
３
位
と
な
り
、
棟
梁
の
指
導

の
も
と
練
習
を
重
ね
て
つ
か
ん

だ
タ
イ
ト
ル
で
し
た
。

施設見学研修の報告

庭屋一如（ていおくいちにょ）、開放性確保の状況

旧第四銀行住吉支店
（みなとぴあに移築）

斎藤家別邸館長から説明

山の下みなとタワー 新潟みなとトンネル
工事プロセス看板前

②
建
築
甲
子
園
ベ
ス
ト
８

　

建
築
を
学
ぶ
高
校
生
ら
が

設
計
の
ア
イ
デ
ア
を
競
う
建

築
甲
子
園
で
、
阿
部
正
人
君
、

中
川
大
夢
君
、
坂
本
太
一
君

の
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
８
に
輝

い
た
。
日
本
建
築
士
会
連
合

会
が
主
催
し
、
テ
ー
マ
は
古

民
家
の
骨
組
を
移
築
し
た
図

書
館
や
集
会
所
を
森
に
配
置

し
た
構
想
が
評
価
さ
れ
、
全

国
８
７
点
の
応
募
の
中
か
ら

ベ
ス
ト
８
を
つ
か
ん
だ
。
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令
和
４
年
２
月
28
日

（月） 

14
時
か
ら
同

窓
会
入
会
式
･
表
彰
式
を
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
役
員
は
、
川
内

会
長
、
山
田
副
会
長
、
大
野
会
計
の
３

名
で
対
応
。
開
会
宣
言
の
後
に
川
内
会

長
及
び
住
吉
校
長
が
挨
拶
。
そ
し
て
今

回
は
先
輩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
第
17

回
生
電
気
科
卒
業
の
五
十
田
さ
ん
か
ら

体
験
談
を
承
り
ま
し
た
。
現
役
で
就
労

す
る
先
輩
に
つ
き
、
特
に
資
格
取
得
が

業
務
の
幅
を
広
げ
る
と
、
社
会
人
と
し

て
の
核
心
を
つ
く
も
の
で
し
た
。

　

同
窓
会
表
彰
は
12
名
（
延
べ
14
名
）で

賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
で
表
彰
し
、
ま
た

卒
業
記
念
品
と
し
て
は
例
年
通
り
に
印

鑑
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
特
別
表
彰

松
本　

航
希
（
３
年
４
組
）

以
上
12
名
（
延
べ
14
名
）

ま
つ
も
と

こ
う

き

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
認
定

髙
橋　

太
翔
（
３
年
１
組
）

阿
部　

正
人
（
３
年
４
組
）

た
か
は
し

た
い 

と

 

あ

 

べ

ま
さ

と

澤　

田　

真
太
朗

（
３
年
１
組
）

令
和
２
年
度
第
９
回
新
潟
県
高
等
学
校
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
位

第
11
回
関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

　

（
新
潟
県
の
指
導
に
よ
り
出
場
辞
退
）

第
５
回
全
国
選
抜
高
校
生
溶
接
技
術
競
技
会 

in 

新
居
浜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
場

さ
わ

 

た

し
ん

ろ
う

た

（
３
年
３
組
）

宮　

田　

桂　

考

第
16
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

み
や

 

た

け
い

 

た

（
３
年
３
組
）

加　

藤　

稜　

己

第
16
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

 

か

と
う

 

り

 

お

（
３
年
４
組
）

松　

本　

航　

希

第
21
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

新
潟
県
大
会　

木
材
加
工
部
門　

第
１
位

　

北
信
越
大
会　

木
材
加
工
部
門　

第
１
位

　

全
国
大
会　
　

木
材
加
工
部
門　

第
１
位

第
16
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

　

建
築
大
工
職
種　

金
賞
（
第
１
位
）

第
59
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

　

建
築
大
工
職
種　

出
場

ま
つ

も
と

こ
う

　

き

（
３
年
４
組
）

川　

口　

尭　

旺

第
21
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

新
潟
県
大
会　

木
材
加
工
部
門　

第
２
位

　

北
信
越
大
会　

木
材
加
工
部
門　

第
３
位

か
わ

ぐ
ち

た
か

あ
き

柔 

道 

部

土　

田　

勇　

太

（
３
年
１
組
）

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
以
下
級　

第
３
位

令
和
３
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
以
下
級　

第
５
位

つ
ち

（
３
年
１
組
）

少
林
寺
憲
法
同
好
会

板　

垣　

直　

希

第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

　

新
潟
県
予
選　

男
子
規
程
組
演
武
の
部　

第
２
位

第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

　

男
子
規
程
組
演
武
の
部　
　
　
　
　
　
　

出
場

い
た

が
き

な
お

き

（
３
年
１
組
）

栗　

原　
　
　

駿

第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

　

新
潟
県
予
選　

男
子
規
程
組
演
武
の
部　

第
２
位

第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

　

男
子
規
程
組
演
武
の
部　
　
　
　
　
　
　

出
場

く
り

は
ら

と
し

五
十
嵐　

匠　

梧

（
３
年
４
組
）

令
和
２
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
級　
　
　

優
勝

令
和
２
年
度
北
信
越
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
級　
　
　

出
場

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
級　
　
　

優
勝

令
和
３
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
級　
　
　

第
５
位

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

柔
道
競
技
大
会　

個
人
60
㎏
級　
　
　

出
場

令
和
３
年
度
北
信
越
国
体

　

柔
道
競
技
大
会　

新
潟
県
代
表
選
手

 

い

 

か

し
ょ
う

ご

ら
し

写 

真 

部

宮　

本　
　
　

力

（
３
年
１
組
）

第
34
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

写
真
専
門
部
展　

個
人
部
門　
　
　
　

優
秀
賞

第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
総
合
文
化
祭　
　
　

出
場

み
や

も
と

り
き

建 

築 

部

阿　

部　

正　

人

（
３
年
４
組
）

令
和
３
年
度
第
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回
建
築
甲
子
園 

新
潟
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
位

令
和
３
年
度
第
12
回
建
築
甲
子
園 
全
国
大
会

　
　
　
　

ベ
ス
ト
８　

教
育
・
事
業
本
委
員
長 

特
別
賞

 

あ

 

べ

 

と

ま
さ

 

だ

ゆ
う

た

【
部
活
動
】

▲

▲



　

同
窓
の
中
で
、
よ
り
集
え
る
機
会
を
増

や
し
、
相
互
理
解
と
親
睦
の
役
立
て
に
な

れ
れ
ば
と
の
考
え
で
会
を
発
足
し
て
か
ら

早
く
も
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
事
業
主
や

会
社
役
員
の
方
々
を
中
心
に
、
交
流
の
事

業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
３
年

間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
し
た
。
今
年
は
よ
う
や
く
６
月
15
日
に

総
会
を
開
催
し
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

人
の
世
の
成
り
行
き
と
は
言
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
巡
り
合
わ
せ
で
世

の
中
の
形
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

現
在
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
で
き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
実
践

し
な
が
ら
、
交
流
の
機
会
を
作
り
集
う
方
々

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
会
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
工
経
営
者
懇
話
会

　

会
長

（令和３年度活動状況）（令和３年度活動状況）

・期　日 ／ 令和３年10月10日　　 　・・場　所 ／ 新津カントリークラブ　　　・・参加者 ／ 15 名

※誰が優勝するか分からない無制限ＨＤＣＰでの開催でした。

　今回の優勝はＨＤＣＰ52.8、ＮＥＴ72.2 で平野幸司さん（５回生・Ｓ45卒）となりました。  

※例年、会に所属されていない同窓の方々も参加されています。      

※今年度の開催予定　　令和４年10月２日（日）　笹神五頭ゴルフ倶楽部

≪第８回　ゴルフコンペ≫

  発電所、機器製作工場等を見学し、その機能等を研修してきましたが、令和２、３年度は新型コロナウイルス感染

防止のため、中止となりました。今年度も開催は検討中です。        

　　 平成28年度　 東新潟火力発電所 ・ 片山食品 ・ 紫雲寺浜風力発電

　　 平成29年度　 鹿瀬ダム ・ 柳津西山地熱発電所

　　 平成30年度　 酒田共同火力発電所 ・ 四釜製作所

　　 令和１年度　 黒部ダム

≪施設見学研修会≫



新工経営者懇話会 会員募集中

問合せ・申込先　　青木 秀伸　(Ｓ５３卒)
ＴＥＬ ０９０－２６４５－０６６８
ＦＡＸ ０２５０－４７－８２７７

き こ り

自動車修理・販売

製造業

管工事業

設備工事業

電気管理業

電気工事業

機械設計製造業

貿易・広告業

文具・事務用品販売

プラスチック加工業

測量・建築設計

事務機・事務用品販売

環境衛生設備

表具・内装工事

電気工事業

飲食業

電気工事業

鉄工業

印刷業

鉄工業

機械設計

防災設備

機械整備

電気管理業

事務局次長

顧問

事務局長

会長

副会長

会計

S46

S53

H 4

S46

S46

S53

H 6

S44

S60

S48

S51

S45

S56

S53

S51

S46

H 1

H 4

S53

S51

S54

S45

S61

S53

S54

S46卒

ごゆっくり美味しいお料理をご堪能ください。

〈トータルコストの削減・品質向上のお手伝い〉

新潟市江南区沢海3-13-11 / TEL.025-385-3733

ご宴会・法要、慶事のご会食など

阿部自動車興業株式会社
新潟市秋葉区南町12番47号
ＴＥＬ ０２５０－２１－６１１１
ＦＡＸ ０２５０－２１－６１２１

S46卒

S45卒

S53卒

代表取締役

〒956-0021 新潟市秋葉区北上新田1840番地
TEL:0250-47-3789  FAX:0250-47-3786

E-mail:tifl＠grace.ocn.ne.jp

佐 藤　義 信

株式会社 坂電工業

電気設備工事 設計施工

代表取締役

〒956-0017 新潟市秋葉区あおば通２丁目１－２８

TEL 0250-23-1768 FAX 0250-24-9698

Ｈ6卒坂爪 裕介

阿部自動車興業㈱

五十嵐瓦工業㈱

㈲ イ タ バ シ

㈱ 加 藤 工 業 所

川内電気管理事務所

㈱ 坂 電 工 業

テ ィ フ ィ ル ㈱

㈱ 創 栄

㈱ 高 塚 文 具

㈲タムラ・インダストリー

ニ コ ハ ウ ス

㈱ 天 神 屋

㈲ 年 秀

長 谷 川 表 具 店

ヒキンエンジニアリング

割 烹『ふじ田』

岡 田 電 気 商 会

吉 澤 鉄 工 所

㈱トーヨービジネス

㈲明田川鉄工所

長 谷 川 設 計

田 辺 防 災

ツ バ サ

五十嵐電気管理事務所

－ －

阿 部 英 司

五十嵐福司

板 橋 　 剛

笠 原 悦 雄

加 藤 貞 衛

川 内 　 勝

坂 爪 裕 介

佐 藤 義 信

齋 藤 　 靖

高 塚 則 明

田 村 　 篤

高 野 　 一

青 木 徳 栄

青 木 秀 伸

長谷川敏幸

比 金 良 一

藤 田 　 亮

岡 田 康 弘

吉 澤 和 久

南 場 恭 夫

明田川　隆

長谷川　貢

田 邊 　 廣

羽 下 茂 夫

五十嵐牧衛


